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お 名 前 性 別 満年齢 終戦時の年齢 現 住 所２０

井原ゆき子 女 性 ８４歳 １８歳 中宇利
い は ら

① ８月１５日は，どこでどんなことをしていましたか。

中宇利で農業をしていました。

② 終戦のことを，どこで，どのように聞かれましたか。

隣の家のラジオで聞きました。陛下のお言葉を悲しく聞きました。
となり へい か

③ 敗戦を知らされた時の気持ちやその時の様子

びっくりしました。これから私たちはどうなることかと思いました。

④ 体験の中で，子どもたちに語り伝えておきたいこと

「女子青年団員として」

私は女子青年団に入ってい

ました。寅年生まれは年の数
とら どし

だけ千人針を縫えましたの
せん にん ばり ぬ

で，出征する人々の武運長
しゆつ せい ぶ うんちよう

久 をお祈りして，多くの方
きゆう いの

々に縫って差し上げました。

出征される時は，中宇利
しゆつ せい

の各部落ごとに見送りをしました。その方の家から親せきの人や，組の人，友達な

どがいっしょに行列をつくって見送りました。男は 「必勝」というような言葉を，

書いた腕章をつけ 女は白のかっぽう着に大日本国防婦人会と書かれたたすきを掛，
わんしよう か

けました。竹竿に日章旗と海軍の旗をつけ，武運長久と出征される兵隊さんの名前
たけ ざお

を書いたのぼりをかつぎ，村境まで軍歌を歌いながら歩きました 「出征兵士を送。

る歌～天にかわりて不義をうつ」や「勝ってくるぞと勇ましく」の歌を歌ったこと

をよく覚えています。今でも，歌えますよ。

外地へ出征された兵士の方には，慰問文を書いて送ったりしたこともあります。
い もん ぶん

また，昭和２０年になると，外地にいた兵隊さんが国を守るために，この村にも

入ってこられ，中宇利の公会堂や冨賀寺，慈廣寺などに宿泊されました。冨賀寺
ふ か じ じ こう じ しゆくはく

， 。 ，には 上官の方が泊まられました 各地から召 集された兵士が多かった怒部隊や
と しようしゆう いかり

満州の関東軍砲兵隊の桜部隊の方達がみえました。私たち女子青年団は，その方々
ほう へい

の接待や泊まる所の掃除をしたり，慰問に踊りをしたりして楽しんでいただきまし
と そう じ おど

た。豊橋の１８聯隊まで慰問に行ったこともあります。

農家は，米はほとんど供 出。サツマイモを切って干して出したり，桑の木の皮
きようしゆつ ほ くわ

をさいて上の皮を取り，洋服にしたりしたそうです。いろいろなものが配給 とな*1
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りましたが，衣類は切符の点数だけしか買
き つ ぷ

えず，娘ざかりを粗末な着物で過ごしまし
むすめ そ まつ

た 「ほしがりません，勝つまでは」を合。

， 。い言葉に みんなそれぞれに辛抱しました
しんぼう

冨賀寺の前に，亡くなられた兵士のみな
な

さんの墓標があります。中宇利だけで５０

数人の方が亡くなられたのです。こんな小

さな村で５０人もですよ。若くてりっぱな
わか

， 。方ばかりで 思い出すと本当に悲しいです

毎年８月２４日には，冨賀寺の前の墓地で戦没者の慰霊祭が行われていました。
せんぼつしや い れいさい

今は平和，昔の苦しかったこと，つらかったことを忘れないようにして，戦争を

二度と起こしてはいけません。それだけは，みなさんによく分かってほしいです。

協
力
：
奥
三
河
郷
土
館

慰
問

袋

い

も
ん
ぶ
く
ろ

（写真協力：豊橋市教委 年代・場所は不明）▲ 配給品を受け取る様子

冨賀寺前にある戦没者慰霊碑▲
い れい ひ

各地の婦人会は，出征兵士に慰

問袋を作って送った。中には，

ちり紙，さとう，石けん，雑

誌，タバコ，タオル，するめ，

歯みがき粉，ドロップス，百草

丸などが入っていた。

（昭和１５年当時：

東三河の１００年より）


